
​7/12/26​ ​　 ｢何よりも価値のあるお方へ｣​ ​　　　　　ヨハネ12:1-11​

​●​​ジョージ･ビバリー･シェー​

​｢キリストには代えられません。世の宝もまた富も。このお方が私に代わって死んだゆえです。世の楽しみよ去れ。​

​世の誉れよ行け。キリストには代えられません。世の何ものも。｣(作詞 レア･ミラー)​

​◯マリヤに見られる三つの模範：​

​1.​ ​＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(1-3a)​

​(cf. マルコ14:3 ｢イエスがベタニヤで、ツァラアトに冒された人シモンの家におられたとき｣; マタイ26:6)​

​▶｢ナルドの香油｣​

​※マルコ14:3​

​｢…ひとりの女が、純粋で、非常に高価なナルド油の入った石膏のつぼを持って来て、​​そのつぼを割り​​、イエス​​の頭​

​に注いだ。｣​

​｢深い悲しみの中にあったとき、主イエスは彼女とともに涙を流されました。その後には、兄弟を死から甦らせ、慈​

​しみと憐れみをもって包み込まれました。そのように、まず愛してくださったお方に、彼女はどのように愛を示す​

​ことができたのでしょう？彼女は、高価な香油の入った壺を持っていました。それは自分のために使うにはあまり​

​にも高価なものでした。しかし、主のためであれば決して惜しいものではありませんでした。彼女はその壺を取​

​り、それを割って、主に注ぎました。それは、イエスに対する深い愛情、言葉では言い尽くせないほどの慕う心、​

​そして礼拝に満ちた献身の証だったのです。｣(アーサー･ピンク)​

​2.​ ​＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(3b)​

​▶｢イエスの足｣​

​▶｢髪の毛｣(cf. 1コリント11:15 ｢女が長い髪をしていたら、それは女の光栄であるということです。｣ )​

​※ヨハネ3:30​

​｢あの方は盛んになり私は衰えなければなりません。｣​

​3.​ ​＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿(4-8)​

​※マタイ6:24​

​｢だれも、ふたりの主人に仕えることはできません。一方を憎んで他方を愛したり、一方を重んじて他方を軽んじた​

​りするからです。あなたがたは、神にも仕え、また富にも仕えるということはできません。｣​

​※マルコ14:8​

​｢この女は、自分にできることをしたのです。埋葬の用意にと、わたしのからだに、前もって油を塗ってくれたので​

​す。｣​

​※マタイ16:22; マルコ9:31-32​

​｢主よ。神の御恵みがありますように。そんなことが、あなたに起こるはずはありません。｣｢それは、イエスは弟子​

​たちを教えて、｢人の子は人々の手に引き渡され、彼らはこれを殺す。しかし、殺されて、三日の後に、人の子はよ​

​みがえる｣と話しておられたからである。しかし、弟子たちは、このみことばが理解できなかった。また、イエスに​

​尋ねるのを恐れていた。｣​


